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1.1. 事業目的 

 
沖縄の観光は「新たな時代」を迎えようとしている。入域観光客の増大、訪沖外国

人旅行者の増加、MIC 推進による更なる拡大による深刻な人材不足や情報通信技術

(ICT)の発達をはじめとした社会環境の変化に伴う旅行者の趣味・嗜好の多様化・細

分化などにより、旅行者の価値観が多様化し、求めるニーズが専門化・高度化してき

ている。こうした変化に的確に対応するため、既存の観光産業の枠にとらわれず、観

光分野において AI やデータ等を最大限に活用し、新しい取り組みにチャレンジし、魅

力のあるサービス（価値）を提供できる中核的観光人材が求められている。 

 しかし、観光分野は対面サービスの多い労働集約型産業であり、労働人口減少の深

刻である。客室担当、フロントなどの基幹的人材から観光政策等を担う高度観光人材

に至るが、本事業では企画・実行力を備え、IT 活用スキル、データ分析スキル等を最

大限に活用し、観光分野の課題から新しいサービスを創出できる中核的観光人材を育

成し、来る Society5.0「超スマート社会」の実現に向けて寄与することを目的とす

る。 

 

 
 
■ 目指すべき人材像 

 

沖縄県内の観光系専門学校に在籍する学生及び観光産業に従事する３年未満の専門

学校卒業生を対象とする。企画・実行力を備え、IT 活用スキル、データ分析スキル等

を最大限に活用し、観光分野の課題から新しいサービスを創出できる中核的観光人材

を目指す。 
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1.2. 事業背景 

 

1.2.1. 沖縄観光産業の現状 

 
深刻な人手不足、人材不足 

 

 平成 28 年度の入域観光客数は 876 万 9,200 人、前年度と比較して 10.5％の増加

となり、4 年連続で国内客・外国客ともに過去最高を更新した。外国客に関しては初

の 200 万人台を記録した。また、平成 29 年度は沖縄の入域観光客数は 939 万

6200 人となり、同時期のハワイの 938 万 2986 人を初めて上回った。 

 しかし、観光客の急増に伴い、沖縄県内の観光産業では深刻な人手不足、人材不足

が見て取れる。図Ａ-1 では、「従業員の過不足」について聞いているが、「①現在不足

している」が半数に近い 49.8％を占め、「②現在は不足していないが今後不足する懸

念がある」を含めると全体の 3/4 を占める。また、「業務への支障の有無」について

は、全体の約 95％が「①既に支障が生じている」「②今のところ支障は生じていない

が今後生じる懸念がある」と回答している。 

 今後、Society5.0 に向け、人の代替えとしてのロボットの導入、IoT や AI を活用

した業務のスマート化（簡素化・効率化）が推進され、これらに対応できる人材が必

要となる。 

 

 
出典：沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課編『平成 28 年版 観光要覧』 
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出典：沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課編『平成 27 年版 実態調査報告書』 

 

 

観光収入の見直し 

 

 観光収入は、入域観光客数の大幅像により、前年度比で 9.6％の増加となり、4 年

連続で過去最高を記録したが、観光客一人当たりの県内消費は、前年比で 0.8％の減

少であった。また、入域観光客数でハワイを上回ったが、観光客一人当たりの消費額

では、ハワイの約 1/3 である。 

 沖縄県の産業別賃金水準においても観光産業は賃金水準が低いのが人手不足、人材

不足の要因の一つでもある。そのため、IoT や AI、ビッグデータを活用した付加価値

の高いサービスの提供や新しい観光コンテンツの創出など、観光収入の増加につな

げ、推進できる人材が必要となる。 

 

 

沖縄観光を取り巻く環境の大きな転換点 

 

 国内人口の減少と高齢化の急速な進展は、観光需要と労働力の減少につながり、沖

縄観光産業界に深刻な影響をもたらすことが懸念されている。一方、世界の観光需要

は年 4％増加しているが、海外からの誘客に対しては多言語化への対応という課題が

ある。また、価値観・ライフスタイルの変化、個人旅行の増加により、観光に対する

ニーズが多様化するなか、ニーズに的確に対応する質の高いサービスの提供やビッグ

データを活用したマーケティングの強化などが課題である。 
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 観光は、自然災害・テロリズムなどの外部要因による影響を受けやすいので、安定

的成長を確保するためにも外国人観光客の多様化などが重要である。また、世界的に

も観光振興と環境保全の両立が求められるなど、沖縄観光を取り巻く環境は大きな転

換点を迎えている。そのためにも、Society5.0 時代に向けて、これらの沖縄観光を取

り巻く課題を、IoT、AI、ビッグデータ、ロボットなどを活用して課題解決、新しい

サービスの創出ができる人材を育成しなければならない。 

 

 

1.2.2. 観光人材と IT 活用能力 

 
下の図は、平成 29 年度文部科学省事業「沖縄観光人材育成協議会」で沖縄県内の観

光関連企業に中核的観光人材として必要な知識・スキルについてのニーズ調査の結果か

らの抜粋である。221 社からの回答で、中核的観光人材として必要な知識・スキルにつ

いての「必要ない」と回答した項目の上位 8 項目である。（全体で 56 項目）上位に「デ

ータ分析能力」及び「IT 活用能力」が入っている。全体の約 5％ではあるが観光分野で

の IT 活用能力等への必要性の意識が他の知識・スキルに比べると低いように思われる。

観光分野は対面サービスの多い労働集約型産業であり、客室担当、フロント、給仕等の

ホテルワークやツアーコンダクター等の基幹的人材と言われる専門職には IT 活用能力

等への意識が低い。しかし、観光分野においても、IoT、AI、ロボット、ビッグデータ

等 Society5.0 における先端技術を積極的に活用する視点が重要である。これにより、

観光産業が直面する様々な課題に対応し、さらに新しいイノベーションを創出する新し

い時代を牽引する観光人材が輩出できる。 

 
資材・設備管理 30 

金融・資本調達 22 

リスクマネジメント 22 

海外事業に関する知識 20 

行政による観光政策 17 

データ分析能力 12 

IT 活用能力 12 

日本の観光インフラの課題 10 

出典：平成 29 年度沖縄県の観光振興に資する将来の中核的観光人材養成のための人材育成協議会事業報

告書 
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1.2.3. Society5.0 の実現で新しい観光産業の創出 

 
これらの観光産業が抱えている課題を解決し新しいサービスを創出し、来る「超ス

マート社会」Society5.0 を牽引できる人材を育成する必要があるが、これまでの観光

分野での人材育成は、専門領域の知識・スキルの取得がほとんどであった。

Society5.0 に対応する人材には、IoT、AI、データやロボットなどの力を最大限に活

用して、社会課題を解決し、新しいサービスへと展開する IT 活用能力やデータ分析能

力などが必要である。しかし、現行の観光系カリキュラムでは、これらの新しい技術

に対しての知識・スキルの取得が難しいのが現状である。今後も技術革新が進む IT 分

野と転換期を迎えている観光分野を繋げ、Society5.0 を実現する中核的観光人材育成

カリキュラムの開発が必要である。 

当該教育カリキュラム・プログラムにより、IT 活用能力やデータ分析能力を備えた

観光人材を養成することにより、人の代替えとしてのロボットの導入、IoT や AI を活

用した業務のスマート化（簡素化・効率化）を推進・導入・活用できる人材や、

IoT、AI、ビッグデータ、ロボットなどを活用して沖縄観光の抱える課題解決や急速

に変化する社会に対応し、新しいサービスの創出、付加価値の高いサービスの提供が

できる人材を育成する。 

 

 各観光産業分野（宿泊、旅行、飲食業、ウエディング、二次交通等）の抱える課題

を財務・会計・市場調査・事業計画などの観点から発見するためにマネジメント、マ

ーケティング、ファイナンス、アカウティング、プランニング等の各スキルが必要と

なる。 

 新たな課題に対して、Society5.0 に対応した解決や新たな価値・サービスの創出す

るためには、観光分野の専門スキルのみならず、今後さらなる技術革新や社会インフ

ラ化する IoT、AI、ロボット、ビッグデータなどの基礎概念や仕組みを取得し、それ

らを活用できるスキル（IT 活用スキル・データ分析スキル）が必要である。 

 また、新しい価値・サービスの創出するためにネットワーク、ファシリテーショ

ン、異文化理解、ビジョン形成等のスキルが必要となる。これらの知識・スキルを兼

ね備えた観光人材を育成するプログラムを開発する。 

 

 また、開発に当たり、沖縄観光人材育成協議会と連携・情報共有を密に行い、本事業

で実施する調査等の結果と沖縄観光人材育成協議会で明確となった課題やニーズ・スキ

ルなどを精査し、対応した育成プログラムを開発する。 
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1.3. 実施体制 

 

1.3.1. 実施体制 

 
●実施委員会 

本事業の推進主体となる実施委員会を琉球大学内に設置する。構成員は、連携機

関からの適任者で組織する。 

  実施委員会は事業の最高意思決定機関としての役割を担い、事業の基本方針・計

画、実施内容等の重要事項に関する検討、決定を行う。また、事業推進に係る実作

業を下部組織の各分科会に指示し、その活動を監理する。さらに、事業成果の周

知・普及促進のための活動を主導する。 

 

●分科会 

実施委員会の下部組織として、連携機関の適任者で構成する分科会「カリキュラ

ム開発分科会」「検証・評価分科会」を組織する。それぞれ、カリキュラム開発、検

証・評価の各事業活動に係る実務を担当する。 

 

●事務局 

  実施委員会・分科会の開催をはじめとする事業活動全般に係る事務業務を担当す

る事務局を設置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
カリキュラム開発分科会 

検証・評価分科会 

実施委員会 

事務局 
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1.3.2. 役割・協力事項 

 
○教育機関 

琉球大学は、国際地域創造学部と工学部を中心に、専門学校と連携し、観光分野に

おける Society5.0 時代を担う人材を育成するための教育プログラムを専門学校と共

同開発及び本事業の取りまとめを行う。 

専門学校は、専門教育機関としての教育ノウハウや専門課程の運営実績に基づき、

観光人材を育成する際の問題点や課題、教育手法などに関する情報の提供及び観光人

材育成カリキュラムの企画設計、目指す人材像や学習目標の設定、使用教材、評価手

法・基準等を主な検討項目とし、琉球大学とともに教育プログラムを共同開発する。

また、開発したカリキュラムの検証のための実証講座の受講者の募集、実施会場の提

供、開発したカリキュラムの導入など成果の普及活動への協力などを行う。 

 

○企業・団体 

観光分野における Society5.0 に向けての人材育成の先行事例調査、観光分野にお

ける今後の Society5.0 に向けた取組の先行事例調査及び観光人材育成カリキュラム

に求めるテーマ・内容、教育手法についての意見やアイディアの提供。また、実証講

座の講師派遣など。 

 沖縄県内の観光産業及び IT 関連産業への実態及びニーズ調査への協力依頼及び調査

票設計・結果分析・成果の評価及び沖縄県内企業の実施等の提供、業界動向・課題等

の情報の提供など。 

 

○行政機関 

沖縄県内の地域課題やその解決策としての政策方針・意向・動向、県内企業の現状

等に関する統計データなどの情報提供など。  

 実証講座の広報や成果の評価、普及活動の推進についての協力及び開発した教育プ

ログラムの評価について協力を仰ぐ。 

 また、沖縄県が取り組んでいる「沖縄型 Society5.0 実現化支援事業」との情報の

共有などをお願いする。 
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1.3.3. 構成機関 

 
名      称 都道府県名 

専門学校沖縄ビジネス外語学院 沖縄県 

沖縄ブライダル＆ホテル観光専門学校 沖縄県 

専修学校インターナショナルリゾートカレッジ 沖縄県 

専門学校 IT カレッジ沖縄 沖縄県 

専門学校九州テクノカレッジ 福岡県 

琉球大学 国際地域創造学部 沖縄県 

琉球大学 工学部 沖縄県 

株式会社 OTS サービス経営研究所 沖縄県 

株式会社ジーアンドエス 石川県 

株式会社イーノウハウ 東京都 

株式会社ウィルコム沖縄 沖縄県 

沖縄県ホテル協会 沖縄県 

一般財団法人沖縄県観光コンベンションビューロー 沖縄県 

公益社団法人沖縄県情報産業協会 沖縄県 

沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課 沖縄県 
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1.4. 開発する教育カリキュラム・プログラムの概要 

 

1.4.1. 開発する教育プログラムの概要 

 
本事業で開発するカリキュラム（シラバス、コマシラバス、教材、評価手法、指導

書等）は、沖縄県内の観光系専門学校に在籍する学生及び卒業生を対象に、

Society5.0 における求められる人材を育成することを目的とする。そのため本カリキ

ュラムでは、「観光マネジメント」「観光 5.0」「観光イノベーション」の３分野の教育

を展開する。 

 

①「観光マネジメント」では、財務・会計・市場調査・事業計画などの観点から、そ

れらの知識・スキルを習得し、観光分野における課題を発見できる人材を育成す

る。 

 

②「観光 5.0」では、今後さらなる技術革新や社会インフラ化する IoT、AI、ロボッ

ト、ビッグデータなどの基礎概念及び仕組みを学び、それらが観光分野にどのよう

に活用されるか、どのように結びつくのかを体現させ、Society5.0 に対応した課題

解決や業務のスマート化推進、新しい価値（サービス）を創造できる人材を育成す

る。 

 

③「観光イノベーション」では、新しい価値（サービス）を作り上げる源となる人と

人との結びつきや異分野との結びつきやビジョン形成を取得し、観光分野での付加

価値を高め価値を創造できる人材を育成する。 
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項目 内容 

カリキュラム 

ポリシー 

Society5.0 における求められる人材のキーワードとして、

「課題発見」「新しいサービスの創出」「IT 活用スキル・デー

タ分析スキルを最大限に活用」が挙げられており、これらの

スキル・能力を知識だけではなく、PBL(Project Based 

Learning)、ケーススタディやデジタル教材を使用しながら

より実践的に習得する。 

学習概要 

学生の主体的な取組を促すため、手法として少人数のグルー

プによるケーススタディや実践的な思考力を鍛えるため PBL

学習を取り入れ、他者の意見に触れることで新しい発想や行

動を得るような支援を実施する。 

受講対象 
沖縄県内の観光系専門学校に在籍する学生及び卒業後３年未

満で観光産業に従事している卒業生を対象と想定する。 

学習時間数 
下記の 3 科目につき、各 60 時間 計 180 時間を想定。ただ

し、卒業生に関しては、夜間講座のモデルを検討。 

 

 

科

目

構

成 

・ 

目

的 

観光 

マネジメント 

観光分野での課題発見のために必要なスキルとして、マネジ

メント、マーケティング、ファイナンス、アカウティング、

プランニング等の知識・スキルを学び、PBL(Project Based 

Learning)により、より実践的な学習を通して取得を目指

す。 

観光 5.0 

IoT、AI、ビッグデータ、ロボットなどの基本概念や仕組み

を理解して、観光分野での活用事例などをケーススタディで

学び、IT 活用スキルやデータ分析スキル等の取得を目指す。 

観光 

イノベーション 

新しいサービス（価値）の創出に必要となるスキルとして、

ネットワーク、ファシリテーション、異文化理解、ビジョン

形成等の知識・スキルを学び PBL(Project Based 

Learning)により、より実践的な学習を通して取得を目指

す。 
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1.4.2. 開発する教育プログラムの新規性 

 
観光産業は、対面サービスが多い労働集約型産業であり、客室清掃、フロント、給

仕等のホテルワークなどの基幹的な人材が多く、IT 分野とは距離感のある分野であっ

たため、観光分野の中で IT 活用などは、個別的な事例紹介などの内容はあるものの、

総合的な内容を習得するためのカリキュラムはなく、また、技術革新が早く、新しい

分野の内容なので現在のところでは前例が見当たらない。IT 分野においても、観光に

特化した IT 活用についてのカリキュラムも前例がない。 

 また、琉球大学では、国際地域創造学部内に観光人材育成のためのコースもある

が、カリキュラム内容は、主に観光政策人材の育成及び語学力の習得である。 

 

 

 
 
 

専門学校での導入のため、学習内容が学術的にならず、また、講義中心ではなく

PBL やケーススタディを中心とする。PBL やケーススタディもより実践的内容と

し、インターシップ等とも連携可能なものとし、2 年課程での習得が可能なカリキュ

ラムを構築する。 
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1.4.3.  開発する教育カリキュラム・プログラムの検証 

 
本事業で開発する教育カリキュラムの検証体制のイメージを下図に示す。本事業で

はまず、開発に着手する前段として実態ニーズ調査を実施する。その際、沖縄県内観

光関連企業からアンケートにより意見を得て、この結果に基づいて必要に応じ計画を

見直したのち、教育カリキュラムのプロトタイプを開発する。さらに、プロトタイプ

開発後、その有効性を検証するために、沖縄県内の専修学校の協力を得て実証講座を

実施する。実証講座を通じて、受講生に対する評価指標に基づく評価、実施校担当教

員からの評価を得る。さらに、その結果をとりまとめ、地域行政および地域企業から

評価を得て、その結果に基づき本格開発を行う。開発終了後、教育カリキュラム全体

の有効性を検証する講座を実施し、先の講座と同様に、受講生に対する評価、担当教

員からの評価、地域行政・地域企業からの評価を得る。この結果を教育カリキュラム

に反映したのち、最終成果としてとりまとめる。 

また、本事業で組織する事業実施委員会は沖縄県の行政機関・教育機関・企業・団

体が参画するため、これらの参画機関から適宜、計画および成果物に対し意見・評価

を得ることでも、品質を担保する。 
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2.教材開発-観光 5.0 
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2.1. 観光 5.0-テキスト 

2.1.1. AI 
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2.1.2. AI（ディープ・ラーニング） 
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2.1.3. AI（ニューラルネットワーク） 
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2.1.4. ビッグデータ 
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2.1.5. クラウド 
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2.1.6. データベース 
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2.1.7. データ分析 
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2.1.8. 暗号技術・認証技術 
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2.1.9. LPWA 
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2.1.10. モバイル通信 
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2.1.11. 近距離通信 
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2.1.12. ロボット 
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2.1.13. セキュリティ 
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2.1.14. センサー 
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2.1.15. Society5.0 とは 
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2.2. ケーススタディ-観光 5.0 

 

2.2.1. ハイアットリージェンシー東京 
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2.2.2. koi サービス 
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2.2.3. 「鎌倉 空力車」サービス 
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2.2.4. 宮島エリアにおけるストレスフリー観光 
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2.2.5. スマート＠ツーリズムシティ 
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3.教材-観光マネジメント 
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3.1. テキスト-観光マネジメント 
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3.2. PBL-観光マネジメント 

 

観光マネジメント演習 PBL - テーマ 
 
 

N ツーリストは、那覇市で中堅規模の旅行社です。 
長年、旅行業のみで経営してきましたが、人口動態をはじめとする旅行業を取り巻く環

境の変化が激しい。現在、旅行社経営の収益率は鈍化しているが、赤字には陥っていない
状況である。今後の環境の変化を考えると、旅行社の経営のみではなく多角化の必要性
が、経営会議で何度も議論に上がっていた。 

まず、多角化の第一歩として、要望も多く、設備投資の必要のないリゾートウエディング事
業を始めることとなりました。 

 
あなたは、開業準備チーム（3名）の一員としてリゾートウエディング事業を立ち上げ、黒

字化することが、あなたの使命です。 
 
 
●開業準備期間は、6 カ月間です。（現在 2 月 1 日なので、8 月 1 日開業） 
●事業所は、旅行会社内でスペースの確保ができなかったが、旅行会社に隣接する建

物の 1 階に空きが出たため、そこを借りることとなりました。 
   家賃︓月 150,000 円（共益費込）  保証金︓5 カ月   仲介料︓1 カ月 
●運営は、現在の会社法人として実施する。 
 
●ワークシートに順次記入し、最終的に事業計画書及びアクションプランを作成しなさい。 
    事業計画書の様式︓ パワーポイント 横書き 
    アクションプラン（ガントチャート及びプロジェクト管理シート）︓ エクセル 
 
 
●事業収支シミュレーションの試算にあたっては、次のリゾートウエディング単体事業所の

対売上高比率を参照しなさい。 
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参考資料︓支出シミュレーション等で数値のイメージがつかない場合などは、この数値を参

考にするように提供してもよい。 
 

黒字・リゾートウエディング単独事業所 
対売上高比率 

 平均対売上高比率 ％ 
人件費率 74.9 
車両費率 1.8 
光熱水道費率 0.5 
福利厚生費率 1.0 
旅費交通費率 1.5 
研修費率 0.5 
通信費 1.4 
事務消耗品費率 1.9 
広報費率 0.2 
賃借料費率 4.0 
保険料費率 0.5 
委託費率 0.1 
引当金繰入費率 0.0 
合計 / 減価償却費率 0.9 
支払利息費率 0.2 
本部帰属費率 2.8 

合計 92.1 
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政
治

法規制
政治
監督機関の許認可

経
済

景気
国際問題、金利・市況
経営

社
会

人口動向
価値観・ライフスタイル
社会トレンド・環境問題

技
術

技術革新
情報技術（IT）
生産技術

市
場

市場規模・成長性
収益性・コスト構造
技術革新の動向

顧
客

顧客セグメント
顧客ニーズ
顧客動向

競
合

競合ポジション
競争要因の変化
新規参入

外部環境要素

マクロ環境

ミクロ環境（業界環境）
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開
発
力

人材開発力
サービス開発力
情報収集力

サ
ー
ビ
ス
力

サービス提供力
品質保証力

販
売
力

企画提案力
営業力
顧客サポート力

経
営
力

経営能力
競争力
収益力

内部環境要素
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SWOT分析
強み（Strength） 弱み（Weakness）

機会（Opportunity） 脅威（Threat）

SWOT分析に基づく戦略的発想
機会 脅威

強
み

弱
み

SWOT分析
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ポジショニングマップ
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定性目標 定量目標

短期目標
（半年後）

短期目標
（1年後）

中期目標
（3年後）

長期目標
（5年後）

目標
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●ドメイン︓事業を展開する範囲、領域

●コンセプト︓ビジネスモデル

市場戦略

広告戦略

サービス戦略

コンセプト・ドメイン

顧客ニーズ（何を）

ターゲット顧客（誰に）

独自サービス（どのように）
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（単位︓　　　）
科目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

リゾートウエディング事業売上

売上高
リゾートウエディング事業費用
　給与費
　　管理者
　　サービス提供責任者
　　常勤スタッフ
　　非常勤スタッフ
　　賞与
　　法定福利費
　　交通費
　経費
　　旅費交通費
　　職員服装費
　　広告宣伝費
　　通信費
　　消耗品費
　　消耗器具備品費
　　車両費
　　水道光熱費
　　修繕費
　　賃借料・リース料
　　保険料
　　諸会費
　　租税公課
　　雑費
　委託費
　研修費
　減価償却費

リゾートウエディング事業費用合計
営業利益
　　営業外収益
　　営業外費用
経常利益
　　特別利益
　　特別損失
税引前当期利益
　　法人税等
当期利益

目標損益計算書
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売上構造

売上高計算式＝（　　　　　　　）×（　　　　　　　）×（　　　　　　　）

売上高
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商品別売上計画（全体） （単位︓　　　）
サービス名 平均売価（円） 利益率（％） １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

合計

サービス別売上計画
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（単位︓　　　　）

人数 人件費 人数 人件費 人数 人件費 人数 人件費 人数 人件費

合計

人員計画表

部門・職種 ４年目 ５年目１年目 ２年目 ３年目
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（単位︓　　　）
科
目 備考 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

広告宣伝費小計

販売促進費小計

広
告
宣
伝
費

販
売
促
進
費

マーケティング費用計画
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＜目標損益計算書（抜粋）＞ （単位︓　　　）
科目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

施設運営事業収益 ①
　　材料費

変動費合計 ②
限界利益 ③＝①－②
限界利益率 ④＝③÷①
　　給与・諸手当
　　旅費交通費
　　職員服装費
　　広告宣伝費
　　通信費
　　消耗品費
　　消耗器具備品費
　　車両費
　　水道光熱費
　　修繕費
　　賃借料・リース料
　　保険料
　　諸会費
　　租税公課
　　雑費
　　委託費
　　研修費
　　減価償却費
　　その他諸経費

固定費合計 ⑤
利益 ⑥＝③－⑤

上記数字から分析すると

損益分岐点売上高 ⑦＝⑤÷④
損益分岐点比率 ⑧＝⑦÷①

＜重要な計算式＞
変動費比率 変動費÷売上高
限界利益率 （売上高－変動費）÷売上高
損益分岐点売上高 固定費÷限界利益率
損益分岐点比率 損益分岐点売上高÷売上高
安全余裕率 １－損益分岐点比率

損益分岐点分析
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（単位︓　　　）
科目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー
　　税引前当期利益
　　減価償却費（＋）
　　受取利息・受取配当金（－）
　　支払利息（＋）
　　有形固定資産除却損（＋）
　　売上債権の増加額（－）
　　棚卸資産の減少額（＋）
　　仕入債務の減少額（－）
　　未払事業税等の増加額（＋）
　　未払消費税等の増加額（＋）
　　割引手形の減少額（－）

小計
　　利息・配当金の受取額（＋）
　　利息の支払額（－）
　　法人税等の支払額（－）
　　その他
　　営業活動によるキャッシュフロー計
Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー
　　有形固定資産の取得による支出（－）
　　有価証券の取得による支出（－）
　　有価証券の売却による収入（＋）
　　その他
　　投資活動によるキャッシュフロー計
Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー
　　短期借入金による収入（＋）
　　長期借入金の返済による支出（－）
　　株式発行による収入（＋）
　　その他
　　財務活動によるキャッシュフロー計
Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額
Ⅴ．現金及び現金同等物の増加
Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高
Ⅶ．現金及び現金同等物の期末残高

キャッシュフロー計算書
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（単位︓　　）
科目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

施設運営事業収益
　　材料費

売上原価
売上総利益
　　給与・諸手当
　　旅費交通費
　　職員服装費
　　広告宣伝費
　　通信費
　　消耗品費
　　消耗器具備品費
　　車両費
　　水道光熱費
　　修繕費
　　賃借料・リース料
　　保険料
　　諸会費
　　租税公課
　　雑費
　　委託費
　　研修費
　　減価償却費
　　その他諸経費

販売費及び一般管理費
営業利益
　　営業外収益
　　営業外費用
経常利益
　　特別利益
　　特別損失
税引前当期利益
　　法人税等
当期利益
　　減価償却費調整

　営業Ｃ／Ｆ
　　固定資産の取得・売却
　　その他

　投資Ｃ／Ｆ
　　消費税負担額
　　借入金返済
　　銀行借入・増資

　財務Ｃ／Ｆ
期首資金残高
期末資金残高

損益計算書・キャッシュフロー簡易計算書
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1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W
4月 5月 6月

アクションプラン（ガントチャート）

1月 2月 3月

No 状況 Next Acton 期限 担当者
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

プロジェクト

アクションプラン（プロジェクト管理シート）
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4.教材-観光イノベーション 
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4.1. テキスト-観光イノベーション 
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4.2. PBL-観光イノベーション 
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5.評価指針 
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5.1. 観光人材スキル評価指標 

中核的観光人材が Society5.0 に対応する上で必要な IT 活用能力（データ分析能力

等）、新しいサービスの創出、課題発見等の知識・スキルの能力項目・水準を定めた評

価指標を、観光マネジメント、観光 5.0、観光イノベーション、それぞれに対して、以

下の様に策定する。 

5.1.1. 観光マネジメント 

・財務と会計 

金融市場 

 資金を貸し借りを行う各種の市場、外国為替市場、株式市場、債権市場などに関す   

る知識。 

社債発行・借入 

 事業の資金調達のための社債発行や借入の手続き、その関連法規に関する知識。 

財務諸表 

 事業の財務状態を表す各種の書式、損益計算、貸借対照、キャッシュフロー計算に

関する知識。 

収支計画 

 収入と支出、借入の返済の関係を予測するための知識。 

ポートフォリオ 

  金融商品の組み合わせに関する知識。 

 

・マーケティング 

市場調査 

 様々な観点に基づいた調査手法を用いて、事業運営に関連する要因の様態を把握す

るためのスキル。 

市場分析 

 事業を展開する市場を分析するための手法を扱うためのスキル。マクロ環境分析、

顧客分析競合分析、SWOT 分析など。 
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マーケティング戦略の策定 

 調査結果を精査し、商材の開発や価格決定、販促効果、売上量などの見積りを行

う。 

ポジショニング・ブランディング 

 他のサービスとや自社内のサービスとの差別化を検討し、サービスの独自性を高め

る。 

 

・マネジメント  

タイムマネジメント 

 プロジェクトに用意された時間内での生産性を高め、成果を最大化するためのスキ

ル｡ 

スケジュールマネジメント 

 プロジェクトに用意された時間内での生産性を高め、成果を最大化するためのスキ

ル｡ 

品質マネジメント 

 特性要因、ヒストグラム、パレート図などの手法を用いてサービスの品質を管理・

監督するためのスキル。 

リスクマネジメント 

 事業の経営に関連するリスクについて予測、分析、管理を行い、損失などの回避ま

たは低減をはかるためのスキル｡ 
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5.1.2. 観光 5.0 

・IoT 

IoT の計画 

 サービスの向上や改善に必要な機能をもった機材とソフトウェアを適切なコストで

調達するためのスキル。 

ソフトウェア 

 サービスで使用する IoT のソフトウェアを調達、構築するための知識や技術。 

実環境との関わり 

 現場の業務体制とのマッチング。導入に必要な工事とその関連法規の知識、機材の

安全性などに関する知識。 

機材管理 

 機材メンテナンス。消耗部品の交換、ほか故障部位の特定と交換、更新のためのス

キル。 

IoT の応用 

 IoT のシステムそれ自体が観光の体験となるようなサービスを実現するためのスキ

ル。 

 

・AI 

AI の計画 

 AI の活用で改善される業務を見定め、AI のソフトウェアやサービスの選定、導

入、運用を計画するためのスキル。 

AI の実装 

 AI サービスを構築または利用し、処理結果を得るためのスキル。 

AI の業務への適用  

 AI のサービスと観光客との接点を設定したり、従業員が AI を活用するためのプラ

ンを策定するためのスキル。 
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・ロボット 

 

ロボットの計画 

 ロボット化の恩恵を受ける業務要素を見定め、ロボットの利用シーンを設計しどの

ようにしてロボットを活用するかを計画するためのスキル。 

環境整備 

 ロボットと観光客との接触をケアする技能。観光客とロボットの双方の安全の確

保。アクシデントの対処。 

資産管理 

 機材の資産管理計画。ロボットの購入、維持、売却、廃棄についてプランを制定す

る。 

ロボットの応用 

 娯楽として観光客に親しまれるロボットコンテンツや、ロボットによるホスピタリ

ティの充実。 

 

・ビッグデータ 

課題の洗い出し 

 ターゲットにすべき課題と達成目標を明確化する。上記をクリアするための仮説を

立てるためのスキル。 

データの調達 

 オープンデータやデータ市場からデータを調達したり、データを利用するための加

工(クレンジング)のスキル。 

データ分析 

 さまざまなデータの分析ツールの活用。データ分析システムの実装。 

データと分析結果の活用 

 分析結果から業務に対する適切な改善策を提案。自らの事業で収集したデータを適

切な活用。 
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5.1.3. 観光イノベーション 

・IoT ビジョンとコンプライアンス 

バリアフリー 

 障害者や高齢者等の当事者の視点とサポート方法を学び、状況に応じた適切な対処

をするスキル。 

ダイバーシティ 

 出身国や属する文化により考え方や行動が異なることを認識し、状況に応じら適切

な対処するスキル。 

LGBT 

 多用な性的指向をもつ人々(LGBT)に対する公平性を担保するための方策を策定す

るスキル。 

サステナビリティ 

 事業が自然環境や経済に与える影響を検討し、長期的な事業活動を実現するスキ

ル。 

クレーム対応 

 クレームに対する考え方を理解でき、適切に解決に導くことができる。 

 

・コミュニケーション 

コーチング 

 対話を重ねることでメンバーの目的達成に必要な視点や考え方、スキルなどへの気

づきを促し、自発的な行動を支援するためのスキル。 

カウンセリング 

 主に言葉を用いて、対話や会話を通して、依頼者が困っていることや悩んでいるこ

とを解決するためのスキル。 

ファシリテーション 

 グループによる活動が円滑に行われるように支援し、組織が目標を達成するため

に、問題解決・合意形成・学習などを支援し促進するためのスキル 
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プレゼンテーション 

 コンセプトに従ってプレゼンテーションのストーリーを組み立て、ビジネスの場面

で新しい企画や提案を効果的に伝達するためのスキル。 
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5.1.4. 達成度の指標 

スキルディクショナリのスキル熟達度の判定基準の例示。 各スキル項目の熟達度の判

断に適するようにカテゴリ別に定められている。 

 

カテゴリ テクノロジ メソドロジ 関連知識 

レベル 4 

 

非機能要件を考慮し

て最適化できる、 

最適解が出せる/ 定

石外しができる/ 高

度情報処理試験に合

格するレベル 

 

最適な手法を使いこ

なす/ 最適な手法を

選択できる/ 手法を

状況に応じて自在に

駆使できる 

関与する業種・業務

の 上級管理者に対

しあるべき姿に つ

いて議論できる 

 

レベル 3 機能要件が作成でき

る/ 自立してある限

定条件で仕事ができ

る 

課題に応じて手法の

使い分けができる / 

現場にて手法を活用

し結論を導いた事が

ある 

関与する業種・業務

の IT 領域の課題点

に 対し解決策を提

案した事がある 

 

レベル 2 指示があると使え

る、活用できる/ 実

装経験がある 

当該手法で分析でき

る/ メソドロジを指

導下で使える 

関与する業種・業務

の IT 領域の課題点

を知っている 

 

レベル 1 

技術内容について 

講義などを受講し知

っている/ 知識があ

る 

手法内容について 

講義などを受講し知

っている/ どんなも

のか知っている、言

える/ テキストで知

っている 

関与する業種・業務

がどんなものか 知

っている、言える/ 

有報などの公開情報

で知っている 
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